
　同窓生や在校生の保護者等を対象に2009年から各地区で交流会（講演会・懇親会）を開催し、本学の現況や最先端
の研究成果等の紹介をしながら親睦・交流を深めることで、本学及び萩友会の活動への理解と関心を深め、当該地区
における大規模な「東北大学コミュニティ」の醸成を図る。

東北大学103周年関東交流会 【約300名が参加】
日　時 ： 平成22年8月22日（日）　15：00～19：30
会　場 ： サピアタワー（東京ステーションコンファレンス5階）

東北大学103周年九州交流会 【約100名が参加】
日　時 ： 平成22年11月14日（日）　15：30～20：00
会　場 ： 福岡リーセントホテル2階

東北大学104周年関西交流会 【約150名が参加】
日　時 ： 平成23年2月19日（土）　14：00～18：30
会　場 ： 大阪国際交流センター

各地区での交流会

東北大学萩友会会員が一体となる「東北大学コミュニティ」の形成

東北大学萩友会
　東北大学萩友会は、創立100周年を迎えた2007年に次の100年の大学づくりの礎として発足した。
　本会は14万人に及ぶ同窓生に加えて、約1万8千人の在校生、約6千人の教職員、そして在校生の家族等を会員と
し、会員相互の親睦と交流、発展に資するとともに、大学と会員とのコミュニケーショ
ンを密にして「東北大学コミュニティ」の連帯意識の醸成、強化などを目指す。
�
　東北大学萩友会の会員（同窓生・在校生・現旧の教職員・在校生の家族等）が親睦・交
流を図るイベントとして、東北大学ホームカミングデー及び各地区での交流会を開催
している。

年次別同窓会幹事信任

在校生と卒業生との親睦会

講演会 懇親会

「門戸開放」の精神を貫き、社会のニーズに応える

知への希求を支援する社会貢献・男女共同参画

　東北大学ホームカミングデーとは、同窓生が旧友や恩師と再会し、在校生と親睦・
交流を深めるため、そして何より「母校にかえってきていただきたい」という思いを
込めた企画であり、2007年から毎年10月に開催し、約5千名が参加している。

東北大学103周年ホームカミングデー
日　時 ： 平成22年10月9日（土）
会　場 ：� 百周年記念会館（川内萩ホール）・川内サブアリーナ棟

	 ○萩友会総会
	 ○�仙台セミナー「東北の精

こ こ ろ

神 －“場”が生みだす価値と選択－」
	 ○在校生と卒業生との親睦会

日　時 ： 平成22年10月10日（日）
会　場 ： 百周年記念会館（川内萩ホール）

	 ○秋の文化フェスティバル
	 ○ロビー・パフォーマンス
	 ○東北大学103周年ホームカミングデー記念コンサート

東北大学ホームカミングデー

　東北大学萩友会年次別同窓会幹事は、10年後、20年後等の節目に東北大
学コミュニティの醸成を目的とする「年次別同窓会」開催の折に世話役を担
うものである。平成22年度は今春卒業した104期幹事のほか、100 ～ 102
期幹事が信任された。

年次別同窓会幹事の信任

　2010年12月19日、東北大学エクステンション教育研
究棟において、第9回東北大学男女共同参画シンポジウム

「男女共同参画政策と大学の使命」を開催した。
　本学では、男女共同参画に関連する研究や活動の奨励、
男女共同参画社会実現に向けての積極的な提言や企画に、
沢柳賞を授与している。今回は、研究部門として東北大学
法学研究科博士課程後期修了の茂木洋平氏、プロジェクト
部門（特別賞）においては東北大学理学研究科の阿部比佐
久氏・久利美和氏・村上祐子氏が受賞した。その後、2008
年度沢柳賞受賞者（プロジェクト部門）である東北大学環
境科学研究科博士課程後期トゥルムンフ・オドントヤ氏が
成果報告講演を行った。首都大学東京理事・副学長（日本
学術会議会員）江原由美子氏による講演や、パネルディス
カッションも行われ、白熱した討議が繰り広げられた。

東北大学第9回男女共同参画シンポジウムを開催

　2010年10月3日～ 10月10日、本学は、東北大学エ
クステンション教育研究棟広報展示スペースオープニ
ングイベントとして、小惑星探査機「はやぶさ」実物大模
型の特別展を開催。独立行政法人宇宙航空研究開発機構

（JAXA）の協力により実現した。
　2010年12月23日には、東北大学百周年記念会館川
内萩ホールにて、『「はやぶさ」奇跡の物語』の講演会を開
催した。JAXA の川口淳一郎氏をはじめとして、本学工
学研究科吉田和哉教授、理学研究科中村智樹准教授等、
開発初期から回収サンプルの分析に至るまで、各分野で
関わってきた研究者が集結し、それぞれに講演を行った。

「はやぶさ」実物大模型の特別展、講演会『「はやぶさ」奇跡の物語』を開催

  「コーヒーを片手に、科学について研究者と市民が気軽に語り合う」ことを趣旨として始まったサイエンスカフェ。
2005年8月から、本学の社会貢献の一環として、全国の大学に先駆けて開催している。通常は、せんだいメディアテー
クで行っているが、2010年度は秋田県秋田市と、宮城県気仙沼市でも実施した。

サイエンスカフェを秋田県秋田市、宮城県気仙沼市で開催

■サイエンスカフェ in 秋田　
　自分の脳の働きを自分の目で見る
2010年10月17日、秋 田
県の秋田市民交流プラザ
ALVE において、東北大学
加齢医学研究所の川島隆太
教授が、「自分の脳の働き
を自分の目で見る」をテー
マにサイエンスカフェを開
催した。近赤外計測装置な
どを利用して、局所脳血流
などを計測した。

■サイエンスカフェ in 気仙沼　
　 ウニ～海のハリネズミの驚きの世界～
2010年11月16日、宮 城
県の気仙沼市地域交流セン
ターにおいて、東北大学農
学研究科の吾妻行雄教授
が、「ウニ～海のハリネズ
ミの驚きの世界～」をテー
マにサイエンスカフェを開
催した。沿岸岩礁海底の生
物社会をも大きく変えるウ
ニの特徴を紹介した。

萩友会総会

東北大学萩友会社会貢献・男女共同参画

29 l  A n n u a l  R e v i e w  2 0 1 1  l  30




